
 

鹿屋市立西原小学校
校長
新屋公彦

鹿屋市西原１丁目

Ｒ３．11．30 (火)

西原小広報係

行事予定 校内図画工作展(1日～4日) 道徳週間(6日～11日) 西原小学校家族読書の日(毎週火曜日)

２日(木) 校内持久走大会・学級 PTA(低学年) １１日(土) 土曜授業
学級 PTA（特別支援学級） １６日(木) クラブ活動，ベルマーク集計

３日(金) 校内持久走大会・学級 PTA(中学年) ２４日(金) ２学期終業式・大そうじ
４日(土) 鹿屋市人権問題講演会 ２５日(土)～１／１０(月) 冬季休業
８日(水) 委員会活動，学校運営協議会 １／１１(火) 第３学期始業式 安心メール登録

 

 

令和２年度

第７号

「ラブリー西原週間」への御理解・御協力ありがとうございました。

校長 新屋 公彦

１１月１日（月）～７日（日）

は，「ラブリー西原週間」を実施し

ました。学校自由参観には，合計

２２５人の保護者・地域・関係機

関の方々にお越しいただき，がん

ばる子どもたちの様子を御参観いただきました。子どもたちは，たくさんの方々が見に来てくださっ

たことで，いつも以上によい姿勢で，張り切って発表していました。以下はお寄せいただきました感

想の一部です。大変貴重な御意見をいただきました。今後に生かしていきます。ありがとうございま

した。

※ 受付での検温，手指の消毒，入校証の常時携帯，名簿作成，廊下からの参観等々，新型コロナウ

ィルス感染症対策への御理解・御協力ありがとうございました。

「ラブリー西原」とは
「家庭・地域から愛される西原小学校」ということ
「家庭・地域から愛される西原小学校」とは，
①西原小児童が家庭・地域から愛されているということ
②西原小職員が家庭・地域から愛されているということ

○ 子どもたちが元気に学習に取り組んでいて，こちらも元気をもらえました。
○ 子どもが２人，クラスが離れていたので，時間を気にせず，行き来できてよかった
です。子どもの成長が見られてうれしかったです。

○ 学校での様子が見れてよかったです。好きな時間に自由に来れるのがよいです。
○ 授業参観ではない科目の授業を見れたり，子どもたちに抜き打ちで授業を見に行け
たりして，普段なかなか見れない光景や休み時間に楽しむ姿が見られてよかったです。

○ 久々の授業参観でした。２，３時間目に来たので，休み時間の様子も見れました。
先生の話をちゃんと聞いている？と思う瞬間もありましたが，基本的には，しっかり
授業を受けていて安心しました。外国語の授業を見れて，１年生からこんなにしっか
りやってくださっているんだと感心しました。

○ 静かな環境の中で勉強できていることに安心しました。４年生のクラスは多人数と
聞いていましたが，子どもたちが平等に発表できる工夫がされていることに感謝して
おります。

○ 普段見られない姿が見れてよかったです。先生方が挨拶をよくしてくれて気持ちよ
いです。

○ 通常の参観に参加できなかったので，とても良い機会でした。給食の様子まで見学
でき，普段の学校生活をより知れたように思いました。

○ どの学級も落ち着いたよい雰囲気の授業でした。掲示物もきれいで先生方の日々の
努力に感謝します。

○ 子どもたちがあいさつをしてくれて，とても気持ちよかったです。元気な様子を見
ることができ，うれしいです。

○ 給食時間の見学をしましたが，みんな静かに前を向いて食べていて，えらいな。と
思いました。

○ 先生方が子どもたちに一生懸命なことが伝わりました。子どもたちの姿勢もよく話
を聞いていて素晴らしかったです。

○ デジタル機器を活用して漢字を教えているのをみて，びっくりしました。
○ 授業に参加していない子どもが多く静かにできている子どもが集中できずかわいそ
う。保護者が見ていると叱れないのは分かりますが，もっと厳しく指導していいと思
いました。

○ 昔と子どもたちの様子が違い，びっくりしました。先生方，がんばってください。
○ 昼食前に手洗いができていなかった。マスクをとったりつけたりしていた。なかな
か先生の話を聞けない子がいた。

○ 教室を抜け出している子どもを何人か見かけました。一人一人に対応するのは難し
いなあと感じました。



 

in 国立大隅青少年自然の家 １０月２０日(水)～２１日(木)

【キャンプファイヤー】

【宿泊棟の部屋で】 【万滝ハイキング】 【野外炊飯】

(真剣な表情でしっかり聞いている4年生)
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エイズ予防講演会

「育ちゆく体とわたし」
４年生は，助産師の中隈翔子先生をお招きして，

講演会を実施しました。成長し，大人になっていく

体のこと，赤ちゃんが産まれる仕組みなど，これか
らの子どもたちにとって大切な性に関するお話をし

てくださいました。子どもたちは単に知識だけでは

なく，自分が生まれたことがかけがえのないことで
あることを感じることができた講演会でした。

校
内
人
権
旬
間

受
賞
の
記
録

鹿
屋
市
小
学
校
陸
上
記
録
会

（
五
・
六
年
生
）

〈
五
年
女
子
１
０
０
ｍ
走
〉

二
位

鎌
込

麗
那

十
六
秒
０

〈
六
年
女
子
１
０
０
ｍ
走
〉

八
位

下
村

瑠
花

十
五
秒
四

〈
五
年
男
子
走
り
高
跳
び
〉

八
位

西
柳

蓮
音

一
ｍ
〇
五
ｃ
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滝
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